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横浜文化体育館再整備事業について 
 

１ 再整備の考え方  

(1) 現横浜文化体育館敷地及び旧横浜総合高校敷地を活用して    

再整備を進めます。 

(2) 市民利用をはじめ、大規模なスポーツ大会やコンサートな

どの興行利用に対応し、地区の活性化にも資する施設として、

メインアリーナ施設とサブアリーナ施設（横浜武道館）を整

備します。 

(3) 敷地の一部には、民間収益施設を誘導します。誘導に当た

っては土地の貸付を基本とし、旧横浜総合高校敷地について

は、民間の提案により売却も可とします。 

(4) 事業は二敷地一体での公募とし、ＰＦＩ事業により進めま 

す。 

(5) 施設は２段階で整備することとし、旧横浜総合高校敷地へ

のサブアリーナ施設を先行して整備し、平成 32年６月の供用開始とします。 

 

２ 事業手法 

横浜文化体育館再整備事業はＰＦＩ事業で行い、施設については公の施設とし、維持管理・

運営は、指定管理者（ＰＦＩ事業者）とします。 

 

「ＰＦＩ事業」とは 

「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律」に基づき、公共施設

等の設計・建設・維持管理・運営等を、一体的に民間事業者に実施させることで、民間の

資金、経営能力及び技術的能力を活用して効率的・効果的に実施し、市民サービスの向上

やコスト削減を図る事業手法。 
 

 

 

３  想定施設の概要 
   メインアリーナ施設 サブアリーナ施設 
延 床 面 積 

(駐車場を除く) 15,100 ㎡以上 12,500 ㎡以上 

アリーナ面積 2,400 ㎡以上 
（体操競技、バスケットボール２面 等） 

2,800 ㎡以上 
（バスケットボール３面、武道８面 等） 

最大観覧席数 5,000 席以上（可動席等を含む。） 2,500 席以上（可動席等を含む。） 

武道場 － 武道４面（畳床併用）、観覧席 500 席以上 

その他 体育室、メディア室、更衣室、控室、管理
諸室、防災備蓄庫 等 

多目的室、更衣室、控室、管理諸室、防災
備蓄庫 等 
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４ 事業スケジュール 

(1) 平成27年度～29年度予定スケジュール 

平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
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(2) 平成 27年度～平成 36年度予定スケジュール 
  27 

年度 
28 
年度 

29 
年度 

30 
年度 

31 
年度 

32年度 33 
年度 

34 
年度 

35 
年度 

36 
年度 前期 後期 

メイン 
アリーナ
施設 

 

 

 

   

 

 

 

  
   

 

サブ 

アリーナ

施設 

 

 

 

 
  

     

 

運営期間：メインアリーナ 平成36年度～平成50年度の15年間 

     サブアリーナ  平成32年度～平成50年度の19年間 

 

 

５ 民間収益施設の条件 

施設内容は、体育施設と親和性・相乗効果が期待でき、地区の活性化に資するものを誘導用

途とします。 

誘 導 用 途 

 

①スポーツ、健康関連施設 

例：スポーツ・健康関連の施設、病院・診療所、スポーツ選手の養成機関 等 

②地域貢献施設 

例：防災、地域医療（疾病治療・予防、退院後療養・介護・育児支援などの施設）、 

集会所 等 

③商業施設 

例：飲食・物販店舗、宿泊施設、劇場・映画館、ボーリング場等の遊戯施設 等 

 

※ 賑わい創出のため、１階には誘導用途を設置する。 

禁 止 用 途 
風俗施設（ゲームセンターを除く）、宗教施設、自動車教習所、工場・倉庫、 

１階の住戸、施設面積の過半の住宅 等 

規 模 建物面積 1,000㎡以上（旧横浜総合高校敷地のみ敷地面積 2,000㎡以上） 

期 間 定期借地期間は、PFI事業期間以上 60年以下（旧横浜総合高校敷地は売却も可） 
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【参考】 現横浜文化体育館等の概要 

 

１ 横浜文化体育館 

場  所 中区不老町２丁目７番地 ※JR関内駅南口から 290ｍ。 

敷地面積 11,014.23㎡ ※平沼記念レストハウス敷地を含む。 

建ぺい率／容積率 80％／500％ 

建設年度 昭和 37年（築 53年） 

延床面積 8,666.62㎡ 

構造・階数 鉄筋コンクリート造・地上３階 
【諸 室】 
アリーナ 1,920㎡（40ｍ×48ｍ、高さ 13ｍ）、観客席（2F：1,723席、3F：504席） 
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ、控室、和室、更衣室、事務室、駐車場等 

 

 

２ 平沼記念レストハウス 

場  所 横浜文化体育館に併設 

建設年度 昭和 39年（築 51年） 

延床面積 1,012.52㎡ 

構造・階数 鉄筋コンクリート造・地上２階 

【諸 室】 

特別室 50㎡、１号室 72㎡、２号室 80㎡、３号室 80㎡、４号室 65㎡ 

 

 

３ 旧横浜総合高校敷地 

場  所 中区翁町２丁目９番地 10 ※JR関内駅南口から 520ｍ 

敷地面積 8,280.00㎡ 

建ぺい率／容積率 80％／500％（一部 600％） 

 

 

 

 

 

 

 


